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６月が終わります～修学旅行に行ってきました～ 
 

夏至を過ぎ、蒸し暑さのなかにも日ざしの強さが一段と増してまいりました。

早いもので２０２６年も折り返し点を迎えようとしています。４月７日の始業式からまもなく 3 カ

月、子どもたちが新しい学年での学びを深める姿に、確かな成長を感じる日々です。本格的な夏の

訪れを前に、子どもたちの足元には、待ち遠しい夏休みの足音が少しずつ近づいているようです。 

9 日（火）から１１日（木）までの 3 日間、第１回定期試験を実施しました。教室の静けさの中

にも、生徒たちの強い「やる気」が感じられ、一人ひとりが全力を尽くしている姿が印象的でした。

１年生にとっては初めての９教科の試験でした。緊張したでしょうし、小学校時代との違いに驚い

たかもしれません。生徒たちは返却された解答用紙をもとに、それぞれが自身の取り組みを振り返

っています。目標に向けて計画的に学習した経験は、点数以上に価値のある大きな学びとして、今

後の糧になっていくに違いありません。 

定期試験が終わって間もない日曜日から、３年生と歴史と伝統のある奈良・京都へ修学旅行に行

ってきました。中学校生活の中でも、とりわけ思い出深い３日間になったことと思います。 

彼らが２年生の３学期、各クラスでルールの検討を進めていた時のことです。実行委員が示した

『全員が楽しむことができる修学旅行』を創り上げるためには適切なルールが必要だ、という共通理

解のもとで議論を重ねていたと聞いていました。先月の学校だよりにも書きましたが、これこそが

３年間の校外学習を通して身につけてほしい力である「社会性」です。相手の立場を考えたり、多

様な価値観を受け入れたりすることで、より良い人間関係を築いていく力だと改めて思いました。 

そこで、前日のオリエンテーションでは、私から生徒たちへ次の２点を話しました。 

１つ目は、「この瞬間、この仲間としかできない体験を、五感すべてで味わってほしい」ということ

です。自分の目で見て、耳で聴いて、心で感じて、一生モノの思い出を全員でつくってほしいと伝

えました。 

２つ目は、「カッコいい大人としてのマナーを学ぶ旅にしてほしい」ということです。修学旅行は、

学校という守られた場所から一歩外に出て、社会とつながる機会です。ここで言うマナーとは、周

りの人への「想像力」を持つということ。自分の行動が、クラスの仲間や周りの人をどんな気持ち

にさせるか、一歩先を想像して動くことです。これは、中学生がこれから社会

に出ていく上で最も必要な「自律の心」だと言えます。 

2 泊 3 日ともに過ごした生徒たちの姿から、満点とは言いませんが、十分

合格点の旅だったと感じています。 

白雲わきて 

学校だより 

学校教育目標：『支え合い 学び合い 伸ばし合う』藤中生 

 



３学年 修学旅行に行ってきました！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育講演会が開かれました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和８年度 第８０回卒業証書授与式は令和９年３月1０日（水）となりました。 

３年生の保護者の皆様、ご予定をお願いいたします。なお、日程等の詳細につきましては、 

改めてお知らせいたします。 

お知らせ 

７月の予定 

１日（水）  一斉下校 

２日（木）  プレ大掃除 

６日（月）  ２，３年進路学習会・３年進路保護者会 

        学校公開  一斉下校 

８日（水）  専門委員会 

９日（木）、１０日（金）、１３日（月）   

三者面談 学校公開（１３日まで） 

１４日（火）  情報モラル教育 中央議会 

１６日（木）  学校集会 大掃除 一斉下校 

１７日（金）  １学期終業式 

 

  

 

 

  

 ６月２３日（火）６時間目、市教育委員会学校教育課人

権・児童生徒指導班の山田良恵指導主事を講師としてお招き

し、人権教育講演会が開かれました。 

 テーマは、SNS・インターネット上での発言と人権の関係

についてです。お話の中で、「絶対忘れないSNS上での４つの

罠」を教わりました。①かってにのせない（肖像権・プライ

バシー権の侵害）。②一生消えない（デジタルタトゥーの恐

ろしさ）。③うそがまざる（フェイクニュースと思い込み）。

④どんどんエスカレート（顔が見えないと攻撃的になる）。

の４つです。 

SNS・インターネット上で被害者と加害者を生まないため

に、自分を大切にし、相手も大切にして、相手とよりよい人

間関係をつくっていくことがとても大事ということでした。

教わったことを意識しながら、SNS・インターネットを正し

く使用してください。 

 


